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2008年 12月 18日更新 

2008年 10月 9日作成 

食品安全委員会 

 

メラミン等による健康影響について 

 

本資料は、現時点までに入手した知見を整理してまとめたものであり、今後

の知見の集積によって、変更が加えられるものであることに留意して下さい。

現在、食品安全委員会では、国内外の関係機関等と連携して、更なる情報収集

に努めています。 

 

 

Ⅰ．はじめに 

2008 年 9月、中国政府より、メラミンが不正に混入された乳幼児用調製粉

乳が原因と思われる乳幼児等の腎結石等の被害が報告された。我が国を含む

諸外国においても、中国産の乳・乳製品（牛乳、乳幼児用調製粉乳、妊産婦・

授乳婦用粉乳、全粉乳、発酵乳等）、添加物（炭酸アンモニウム及び炭酸水素

アンモニウム）及び粉末状たん白質並びにそれらを使用した食品から、メラ

ミンが検出されている。また、中国産の卵・卵製品（乾燥全卵）においても、

飼料からの間接的なメラミンの残留が確認されている。 

世界保健機関（WHO）の情報によれば、中国では、見かけ上のたん白含有量

を増やす目的で、工業用に使用されるメラミンが数か月間にわたり、生乳に

故意に添加されていたことが判明している（2008 年 WHO 1)）。中国では、乳

製品等のたん白含有量を、窒素の含有量を指標として測定していることから、

工業用のメラミンが偽装に用いられたものと考えられている。 

2007年 3月には、米国で、中国産の原料を用いたペットフードを与えたイ

ヌとネコが死亡する事件が発生し、死因は、尿路結石を伴った腎不全と考え

られた。これらのペットフードの原料である小麦グルテンから、メラミン

（8.4%）及びシアヌル酸（5.3%）など多数のトリアジン化合物(※)が検出さ

れた(2008年 Dobson et al2)）。この事案では、メラミンは、小麦グルテンに

故意に添加されたと考えられているが、シアヌル酸が混入した理由は不明で

ある。これらのペットに認められた結石の分析結果及び病理解剖所見から、

メラミンとシアヌル酸が同時に存在することで結晶が生じ、腎臓の機能が障

害を受けた可能性が示唆されている。 

このため、食品安全委員会では、ヒトへの健康影響を検討する参考として、

国際機関等における毒性評価等をもとに、現時点で知られているメラミン及

びシアヌル酸に関する科学的知見を整理した。 

 

※トリアジン化合物とは、窒素を3個含む不飽和の6員環構造を持つ複素環化合物である。 

2007年のペットフードの事案では、トリアジン化合物であるメラミン、シアヌル酸、アンメ

リン、アンメリド等が検出されている。 
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Ⅱ．物質の概要 

（１）メラミン 

メラミンは、メラミン樹脂(メラミンとホルムアルデヒドを主体として縮合

した合成樹脂)の原料として使用されている。その他、ラミネート、接着剤、

成形材、被覆材、難燃剤などの幅広い工業用途に用いられている。 

メラミンは殺虫剤であるシロマジンの代謝から生成することが知られて

いるほか、海外では肥料にも用いられている（日本国内では、肥料として登

録されたことはない）。これらに加えて、食品と接する食器や容器等の原料

としても使用されていることなどから、不正に混入されていなくても、食品

から微量のメラミンが検出される場合がある(2008年 WHO1)) 。メラミン樹脂

製食器からのメラミンの溶出量は、沸騰水を入れ30分間放置の条件で0.08

～0.29ppmと微量である（1972年佐藤ら 3））。これらに起因するメラミンは、

今回の中国の乳幼児等でみられたような健康被害が発生する量ではない。 

 

（２）シアヌル酸 

シアヌル酸はメラミンの類似化合物で、メラミンの不純物として検出され

ることがある。飼料添加物の成分としても認めている国がある他、プール等

の消毒に用いるジクロロイソシアヌル酸の解離生成物としてプール水から

も検出される。プール水の嚥下、シアヌル酸を蓄積した魚の摂取等が消費者

の暴露源となる（1999年 OECD5））。 

 

 メラミン、シアヌル酸及びメラミンシアヌレート(メラミンとシアヌル酸の共

結晶)の分子式や構造等は、文末の別表のとおり。 

 

 

Ⅲ．安全性に係る知見の概要 

１．毒性等に関する科学的知見 

WHO「メラミン及びシアヌル酸：毒性、予備的リスク評価、食品中の濃度に関

するガイダンス」1)及び「メラミンとシアヌル酸の毒性に関する専門家会合」25)、

米国食品医薬品庁（FDA）「メラミン及び関連化合物の暫定安全性/リスク評価」
6)、欧州食品安全機関（EFSA）7)、カナダ保健省 8)、経済協力開発機構（OECD）
4),5)、国際がん研究機構（IARC）9)の資料を基に、毒性に関する主な科学的知見

を整理した。 

 

（１）メラミンの実験動物等への影響 

①体内動態 

雄のラットへの 0.38mg の 14C ラベル化したメラミンの単回経口投与で、投

与後 24 時間で 90%は尿中に排出される。血液、肝臓及び血漿中の放射活性に

ほとんど差がなく、血漿中の濃度に比較して腎臓及び膀胱で相当高い放射活性

がみられた。血漿からの消失半減期は2.7時間であり、尿排泄の半減期である
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3時間とほぼ同じである。（2007年 EFSA7) ） 

 

②急性毒性試験 

メラミンの急性毒性は低い。経口投与によるラットでのLD50は、3,161 mg/kg

体重である（1998年 OECD4））。 

 

③亜急性及び慢性毒性試験、発がん性試験等 

ラットとマウスの混餌投与試験における主な毒性影響は、膀胱結石、膀胱

粘膜上皮の炎症反応及び過形成である(1998年OECD4)、1984年Melnick et al10)、

2001 年 Bingham et al11)）。イヌでメラミンの結晶尿が報告されている(2001

年 Bingham et al11)）。またラットで血尿が報告されている（2000年 IUCLID12））。 

雌雄のラットを用いた 13 週間の混餌投与試験では、用量設定をかえて、

二つの試験が行われた（試験１：0、6,000、9,000、12,000、15,000、18,000ppm

試験２：750、1,500、3,000、6,000、12,000ppm）。この結果、雄ラットでは、

最低用量の 750ppm(63mg/kg 体重/日に相当)も含めて全投与群で用量依存的

な膀胱結石と体重抑制がみられ、膀胱結石に伴って膀胱粘膜上皮過形成もみ

られた。雄ラットでは、腎臓への影響はみられなかった。雌ラットでは、試

験１の15,000ppm 以上の投与群で膀胱結石がみられた。また、試験２で、雌

ラットに用量依存的な腎臓の近位尿細管上皮のカルシウム沈着がみられ、こ

れに続く2年間投与試験では、腎臓の慢性炎症がみられた(1983年DHSS/NTP13)、

1984年 Melnic et al10))。 

このように、げっ歯類を用いた研究では反応に雌雄差がみられ、雄の方が膀

胱結石を生じやすい傾向がある（1983 年 DHSS/NTP13)）。また、膀胱結石の発

生率には種差もみられた。 

 

メラミン投与による膀胱結石を分析した結果、結石はメラミンと尿酸、ま

たはたん白基質中のメラミン、尿酸及びリン酸から構成されていた（1995年

Ogasawara H et al14）; 1998 年 OECD4)）。 

 

慢性毒性／発がん性併合試験では、雌雄のラット及びマウスに 2,250ppm

及び 4,500ppm のメラミンを含む餌を 103 週間投与したところ、雄ラットの

4,500ppm 投与群（225 mg/kg 体重/日に相当）においてのみ膀胱腫瘍がみら

れた。しかし、雌ラット及び雄・雌マウスではみられなかった。この腫瘍は、

膀胱結石の形成と有意に関連していた（1983年 DHSS/NTP13））。 

メラミンの遺伝毒性に関しては、in vitro 及び in vivo の試験系とも遺

伝毒性の報告はない(1998年 OECD4) ）。 

 

④生殖・発生毒性試験 

雌のラットに、受精後 6 日～16 日の間、約 136、 400、 1,060 mg/kg 体

重のメラミンを混餌投与した試験では、投与期間中に1,060 mg/kg体重投与



 4

群において体重及び摂餌量の減少、血尿などの母体毒性はみられたが、妊娠

のパラメーター、催奇形性を含む発生毒性について、メラミンに関連する所

見はみられなかった。（1998年 OECD4）、1996年 Hellwig et al15)） 

 

（２）シアヌル酸の実験動物等への影響 

①体内動態 

シアヌル酸は、ラット、イヌ及びヒトでの経口投与では迅速に吸収され、

尿中へ排泄される。シアヌル酸の吸収と排泄については、2 名のボランティ

アでのシアヌル酸の飲水投与（濃度不明）では、投与量の 98%が未変化のま

ま、24時間以内に尿中に排泄された。排泄の半減期は約3時間である。（2007

年 EFSA7）） 

 

②急性毒性試験 

シアヌル酸は哺乳動物での急性毒性は低く、ラットでの LD50（経口）は、

7,700 mg/kg体重である（1999年 OECD5））。 

 

③亜急性及び慢性毒性試験、発がん性試験等 

ラットとマウスを用いたいくつかの亜急性毒性試験（経口）の結果、シア

ヌル酸が、腎の尿細管障害を引き起こすことが示されている。これはおそら

く尿細管中のシアヌル酸結晶によるものと考えられる。このような作用の

NOAEL は、ラットを用いた 45 日間の投与試験から、150 mg/kg 体重/日と考

えられている（1999年 OECD5））。 

 

ラットを用いた2年間のシアヌル酸ナトリウムの投与試験（投与量26、77、

154、371mg/kg 体重）において、最高用量投与群の 1年目に死亡した雄のラ

ットに、膀胱結石、膀胱上皮過形成、血尿等がみられたことから、シアヌル

酸ナトリウムのNOAELは、154 mg/kg体重/日とされた（2004年 WHO16））。 

 

シアヌル酸に発がん性及び催奇形性はみられなかった。 

 

シアヌル酸の遺伝毒性に関しては、in vitro及び in vivoの試験系とも、

遺伝毒性の報告はない（1999年 OECD5））。 

 

（３）メラミン及びシアヌル酸等の複合影響 

2007 年の汚染ペットフードの摂取によるイヌ及びネコにおける腎不全症例

の大規模発生から得られた知見等によれば、メラミン及びシアヌル酸を、それ

ぞれ単独で摂取した場合の急性毒性は低く、両者を同時に摂取した場合に腎毒

性を起こすことが示唆されている。これらの汚染ペットフードを摂取した動物

の腎臓から採取した結晶を赤外分光法で分析した結果、メラミンシアヌレート

が同定された。このメラミンシアヌレートの溶解度は極めて低く、腎臓中で結
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晶が形成されるものと考えられている。メラミン及びシアヌル酸は消化管から

吸収されて組織中に分散し、理由は十分解明されていないが、尿細管に沈着し

て徐々に閉塞及び変性に至ると考えられている（2008 年 WHO1））。この結晶は、

メラミン3分子とシアヌル酸3分子のそれぞれの水酸基とアミノ基が水素結合

したもので 6 分子からなる格子状である（2008 年 FDA6））。（メラミンシアヌレ

ートの分子式、構造式は文末の別表参照）  

 

メラミンが混入しているペットフードの摂取によって腎障害を受けたイヌ、

ネコを剖検し、病理組織学的に検査した結果、腎の遠位尿細管及び集合管内に

結晶が観察され、腎組織からはメラミン及びシアヌル酸が検出された（2007年

Brown et al17））。 

 

メラミンの類似化合物であるアンメリンとアンメリドについて、ラットにそ

れぞれ10、30、100mg/kgを 3日間強制経口投与したところ、臨床的・病理組織

学的な影響はみられなかった。一方、メラミン/シアヌル酸混合物（メラミン、

シアヌル酸ともに、それぞれ400mg/kg 体重/日）又はメラミン/アンメリン/ア

ンメリド/シアヌル酸混合物（メラミン400 mg/kg 体重/日及びアンメリン、ア

ンメリド、シアヌル酸それぞれ40 mg/kg 体重/日）をラットに3日間投与した

試験では、投与後3日目には腎臓の水腫及び尿細管における黄褐色の沈殿物等

が観察され、遠位尿細管において管の拡張や塩基性粒片の存在が確認された。

この現象は、メラミン／シアヌル酸混合投与群で顕著であり、腎障害誘発のメ

カニズムはメラミン及びシアヌル酸の複合影響である可能性を示唆している

（2008年 Dobson et al2））。 

 

魚及びブタに、メラミン 400mg/kg 体重及びシアヌル酸 400mg/kg 体重を、3

日間単独あるいは混合投与した結果、腎臓での結晶が単独投与群では認められ

なかったが、混合投与群では確認された。この結晶はメラミン/シアヌル酸の結

晶であったことから、腎臓での毒性は、メラミンとシアヌル酸の同時投与での

複合影響によるとされた。観察された腎障害は尿細管に結晶が沈着することで

生じ、ヒトの急性尿酸腎症に類似しているとしている（2008年Reimschuessel et 

al18））。 

 

ネコを用いた毒性試験として、雌ネコに、メラミン（91、181mg/kg体重）を

11 日間、シアヌル酸（49→122→243mg/kg 体重と経日的に用量を増加）を 10

日間それぞれ単独投与するとともに、別に両者の混合物(各 32、91、181 mg/kg

体重)を 2日間混餌投与した。その結果、メラミンあるいはシアヌル酸を単独投

与した場合には、いずれも腎機能への影響は観察されなかったが、混合物を投

与した場合には、尿検査で結晶が観察された。この際の腎臓中のメラミン濃度

は496～734mg/kg(湿重量)、シアヌル酸濃度は496～690mg/kg(湿重量)と推定さ

れた。これらのことから、メラミンとシアヌル酸が同時に存在することにより



 6

ネコの急性腎障害が誘発される可能性が示唆された（2007年 Puschner et al19））。 

 

（４）メラミンの人への影響 

 2008 年の中国における乳幼児用調製乳の事案では、メラミンが不正に混入さ

れた乳幼児用調製乳等が原因と思われる乳幼児等の腎結石等の被害が 29.4 万

人にのぼると報告されている。最も汚染された調製乳メーカーの製品によるメ

ラミンの暴露量は、1日当たり8.6-23.4mg/kg体重と推定されている。一方で、

汚染された乳幼児用調製乳からのシアヌル酸等の検出量は、メラミンの 0.1%

程度であると報告されている。 

このことから、WHO の専門家会合では、メラミン単独であっても、摂取量が

多ければ、結石が生じる可能性があるとしている。データは限定的であるが、

被害にあった乳幼児等の結石の成分は、尿酸：メラミンの構成比が 1.2：1 か

ら2.1:1の範囲であり、シアヌル酸等の類似化合物は検出されていない。25）  

 

２．国際機関等の評価 

（１）WHO「メラミンとシアヌル酸の毒性に関する専門家会合」（2008年 12月 25)） 

①メラミンの単独影響について 

耐容一日摂取量(TDI)(※1) 

0.2mg/kg体重/日 

＜根拠＞ 

    BMDL10（ラットの 13 週間混餌投与において膀胱結石が 10%増加すると推

定される用量の95％信頼下限値）を35 mg/kg体重/日と推定し（※2）、安

全係数の 200 で割って算出（小数点第 2 位は四捨五入）。安全係数は、ラ

ットと人間の種差と、人の個人差に加え、データの不確実性を考慮して設

定。 
 

※1 耐容一日摂取量（TDI）：ある汚染物質等を、人が一生涯にわたって毎日摂取

し続けても、健康への悪影響がないと推定される一日あたりの摂取量。ここでは、

ヒトの体重1kgあたりの量で示されている。 

 

※2 WHOと後述の米国食品医薬品庁（FDA）及びカナダ保健省については、いずれも

同一のラットの試験(1983年 DHSS/NTP13)、1984年 Melnic et al10))を根拠としてTDI

等を設定している。しかしながら、この試験結果の解釈が異なり、FDAでは、63mg/kg

体重/日を NOAEL とし、WHO 及びカナダ保健省ではLOAEL として BMDL10を別途算出し

ている。 

 

  ②メラミンとシアヌル酸等との複合影響について 

 メラミンとシアヌル酸等が共存することによって、単独の場合よりも毒

性が増加することを示すデータがあるが、定量的な評価を行うのに十分な

データは得られていない。このため、今後、更なるデータの蓄積を待って、

WHOにおいて再評価を行うべきであるとされている。 
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（２）米国食品医薬品庁（FDA）「メラミン及びその類似化合物の暫定リス

ク/安全性評価」（2008 年 10 月 6)、2008 年 11 月 24)）  

①メラミン等の単独影響について 

耐容一日摂取量(TDI) 

0.63mg/kg体重/日 

＜根拠＞ 

ラットの13週間混餌投与試験における無毒性量(NOAEL)を 63 mg/kg 体

重/日とし、安全係数100で割って算出(※2)。 

 

②メラミンとシアヌル酸等の複合影響について 

メラミンとシアヌル酸等の複合影響に関する不確実性を考慮した参照

値：0.063 mg/kg体重/日（TDI/10） 

   ＜根拠＞ 

メラミンとシアヌル酸を同時に摂取した場合に、毒性が増加することが

示唆されており、リスクや安全性の決定にあたっての不確実性が増してい

ることから、①のメラミン等のTDIを、さらに追加の安全係数10で割っ

て算出。   

 

  ③乳児用調製乳について 

・メラミン等を単独で含有している場合、公衆衛生上の懸念を高めない濃

度：1.0ppm 

   ＜根拠＞ 

 a)乳児は乳児用調製乳が唯一の栄養源であること、b)暴露期間が最大

12 ヶ月間続くこと、c)腎機能が未熟である可能性があることなどから成

人より感受性が高い可能性がありリスク評価の不確実性が高いことから、

上記①のメラミン等のTDIを、さらに追加の安全係数10で割って適用す

る。そして、最悪のシナリオとして、乳児の1日の平均食事量（0.15 kg）

の全てが汚染されていると仮定して、公衆衛生上の懸念を高めない食品中

の濃度を求めている。 

    Xppm×0.15 kg＝0.063mg/kg体重×３kg（乳児の体重） 

     → X=1.26≒1.0ppm 

・メラミンとシアヌル酸等の両方を含有している場合、公衆衛生上の懸念

を高めない濃度は設定できないとしている。 

    ＜設定できないとした理由＞ 

a)乳児用調製乳が乳児にとっての唯一の栄養源として連続的に使用さ

れた場合の影響が不明であること、b)メラミンとその類似化合物との複合

影響について知見が不足していること、c)腎臓の機能が未発達な早産児も

この乳児用調製乳を飲む可能性があり、通常の乳児よりさらにリスクが高

いと考えられること等により、設定できないとしている。 

一方、このことは、「メラミンやシアヌル酸等が混入していれば、いか
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なる量であっても乳児に健康影響を起こす」という意味ではない点に留意

すべきであると述べている。 

 

④乳児用調製乳以外の食品について 

公衆衛生上の懸念を高めないメラミン及びシアヌル酸等の濃度：2.5ppm 

   ＜根拠＞ 

 最悪のシナリオとして、1日の平均食事量（3kg）の 50％がメラミンと

シアヌル酸等の類似化合物に汚染されていると仮定した場合、上記②の値

を用いて、公衆衛生上の懸念を高めない食品中の濃度を求めている。 

    Xppm×3kg×50％＝0.063mg/kg体重×60kg（米国の成人の平均体重） 

     → X=2.5ppm 

 

（３）欧州食品安全機関（EFSA）「中国における乳児用調製粉乳及び他の乳製品中

のメラミンによる公衆衛生リスクに関する声明」(2008年 9月)7) 

○メラミンの単独影響について 

・耐容一日摂取量（TDI）：0.5 mg/kg体重/日 

＜根拠＞ 

ラット及びマウスの経口投与試験に基づいて、1989 年に食品科学委員会

（SCF）によって設定された数値を採用しているが、詳細な設定根拠は明

示されていない。 

 

(参考) 

中国産の牛乳や乳製品のEUへの輸入は禁止されている。 

今回の事案を踏まえて、更に、乳成分を含む乳児及び子供向けの中国

産特定栄養食品の輸入が禁止された。また、これ以外の乳製品を含む中

国産食品等についても、EU は輸入前に検査を実施することとし、2.5ppm

以上のメラミンを含む製品を廃棄処分することとした（2008年 EU20)）。 

 

 

（４）カナダ保健省「メラミンＱ＆Ａ」(2008年 12月)26） 

○メラミンの単独影響について 

耐容一日摂取量(TDI) 

0.2mg/kg体重/日 

  ＜根拠＞ 

    WHOの専門家会合の結論を採択。 
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(参考) 

今回の事案を踏まえて、カナダ保健省では、乳及び乳成分を含む食品

について、以下の暫定基準値を設定した。この暫定基準値設定の意図は、

意図的な不正混入による汚染と、その他の原因で生じるバックラウンド

レベルの低レベルの汚染を区別するためのものであると説明している。 

 

＜暫定基準値＞ 

乳児用調製乳及び単独の栄養源となる食品（代用食等） 

0.5ppm  

 （体重 5kg の乳児が、2kg の乳児用調製乳を摂取しても TDI を超え

ない濃度、カナダでは希釈しないでそのまま摂取する乳児用調製

乳が容易に入手できることを考慮して設定） 

その他の乳及び乳成分を含む食品 

 2.5ppm 

  

（５）国際がん研究機関 (IARC) (1999年)9) 

グループ３: ヒトに対する発がん性について分類できない。 

ラットにおける膀胱腫瘍の形成は、非遺伝毒性であり、高用量の暴露によ

り膀胱結石を形成する条件下でのみみられる。 

 

 

Ⅳ．我が国における現在のリスク管理措置 

   今回の事案を踏まえて、厚生労働省では、以下のように中国から輸入され

る食品についてのリスク管理措置を強化している（2008年10月31日現在）。 

①輸入時の管理措置 

・中国から輸入される乳及び乳製品並びにこれらを含む加工食品について食

品衛生法第26条第3項に基づきメラミンに係る検査命令を発動し、輸入時の

検査を強化。メラミンが検出された場合は、食品衛生法第10条(未指定添加

物の販売等の禁止)違反として廃棄又は積戻しの措置が講じられる(定量限

界は0.5ppm)。 

・ 中国以外の国・地域から輸入される乳及び乳製品並びにこれらを原材料と

した食品について、モニタリング検査を実施。 

・ 中国産食品添加物及び添加物製剤並びにこれらを含む食品について、モニ

タリング検査を実施。 

・ その他、メラミンが混入した飼料等から食品中への間接的な残留が確認さ

れた場合、食品中からメラミンが2.5mg/kgを超えて検出（乳児に使用され

る食品はメラミン検出）された場合は、自主的回収を指導。 

②国内流通時の管理措置 

・既に輸入された乳及び乳製品並びにこれらを含む加工食品に自主検査を

指導（特に、検査実施にあたり、原材料中の乳及び乳製品の配合割合が高

いものを優先的に実施）。 
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Ⅴ.まとめ 

食品安全委員会では、これまでの諸外国の知見をもとに、メラミン等による健

康影響について整理した。 

メラミンは、一般に工業用としてメラミン樹脂の原料等に使用され、毒性は比

較的低いが、単独でも比較的高用量で、結石、体重抑制などの毒性が認められる。

WHOの専門家会合においては、ラットを用いた13週間の混餌投与試験の結果から、

TDIを0.2mg/kg体重としている。 

2007年の米国でのペットフードの事案での知見などから、メラミンによる健康

影響は、シアヌル酸等との複合影響により毒性が増すことが推定されている。し

かしながら、複合影響を評価するために必要な情報が不足しており、TDI等の設

定に必要な研究データも十分ではない。なお、現時点では、中国産の乳児用調製

粉乳等からのシアヌル酸等の検出量は、メラミンに比べ微量であると報告されて

おり、ヒトでの臨床所見等のデータも先のペットフードの事案とは異なるとされ

る。 

 

以上のような知見を踏まえ、食品安全委員会としては、現時点において、今回

の事案について以下のように考えている。 

 

① 現在、リスク管理機関においては、中国から輸入される乳及び乳製品並びに

これらを原材料とする加工食品について、メラミンに係る全ロット検査を実

施するなど、検査を強化しており、これは適切なリスク管理措置であると考

えられる。今後とも、安全性が確認（中国側の原因究明・再発防止対策の徹

底）されるまでの間、検査を継続して実施することが重要である。 

 

② 現状において、中国におけるメラミン添加の状況、製品中のメラミン及びシ

アヌル酸等の類似化合物の濃度、被害にあった乳児等のメラミン等の摂取量、

腎臓結石の成分等に関する情報が不足していることから、引き続き、WHOや諸

外国と連携して情報収集に努める必要がある。  

 

③ 現状において、メラミンの単独影響及びメラミンとシアヌル酸等の複合影響

について、定量的評価を行うためのデータが不足していることから、各国が

連携して研究を進める必要がある。 
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(参考１) ヒトでの健康被害報告について（更新日時点で確認されている患者数） 

（１）中国 

泌尿器系に異常が見つかった患者数：29.4万名（11月 27日 8時現在） 

入院患者の累計数：51,900名（11月 27日 8時現在） 

現在、入院治療中の患者数：891名（11月 27日 8時現在） 

比較的重い症状の患者の累計数：154名（11月 27日 8時現在） 

すでに退院した患者の累計数：51,039名（11月 27日 8時現在） 

死亡者数：5月から8月までに3例（9月 21日 8時現在） 

     9月 10日から11月 27日までに11例（11月 27日 8時現在） 

（6 例は死亡原因が問題の調製粉乳に起因する可能性を排除で

きないが、5例は問題の調製粉乳との関係は排除された。） 

 

（出典：中国衛生部） 

 

（２）香港 

   腎結石の患者数：15名 

（注：香港生まれで中国在住者については、中国の患者数に含まれている可

能性がある） 

・3 歳半の女児：過去 15 ヶ月間、伊利製の低脂肪高カルシウム牛乳を

毎日2～3杯（6オンス＝約180ccのカップで）を摂取 

（9月 20日付け） 

・4歳の男児：メラミン汚染の乳製品を摂取(香港生まれで中国在住)  

（9月 22日付け） 

・29ヶ月の男児：メラミン汚染の乳製品を摂取(香港生まれで中国在住)  

（9月 23日付け） 

・9歳の男児：2歳から中国大陸に住んでおり、4年間メラミン汚染の乳

製品を摂取(香港生まれで中国在住) （9月 23日付け） 

・10歳の男児：香港でメラミン汚染の乳製品を摂取しており、また、中

国滞在中にも摂取していた。（9月 25日付け） 

・10 歳の男児：6 年間、伊利製の低脂肪高カルシウム牛乳を毎日 3～4

パック（1パック250cc)を摂取。（10月 10日付け） 

・2歳半の男児：メラミン汚染の牛乳及びビスケットを摂取 

        （10月 14日付け） 

・8歳の男児：メラミン汚染の牛乳を摂取（10月 15日付け） 
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・8歳の女児：過去3年間にわたりメラミン汚染の乳製品を摂取 

（10月 17日付け） 

・1歳 10ヶ月の男児：（10月 17日付け） 

・4歳の女児：（11月 12日付け） 

・4歳の女児：（11月 12日付け） 

・10歳の男児：（12月 11日付け） 

・2歳の男児：（12月 16日付け） 

・3歳の男児：（12月 16日付け） 

 

(出典：香港衛生署) 

 

（３）マカオ（11月 24日現在） 

   腎結石の患者数：18名（1歳～7歳の女児14名、6歳～11歳の男児4名） 

（注：中国産メラミン混入食品との関連は不明） 

 

(出典：マカオ特別行政区政府) 

 

 

○中国・香港・マカオ以外の地域においては、関係政府当局の公表情報では、

これまでに、メラミンを含む食品の摂取によるヒトの健康被害の報告は確認

されていない。しかし、報道では台湾で健康被害の情報が報じられている。 
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（参考２）メラミン汚染事案でみられた臨床所見などについて 

 

  今般の中国におけるメラミン汚染事案でみられた臨床所見などについて、世界保

健機関（WHO）がまとめたものに、食品安全委員会が、国内の専門家の意見を参考

に修正を行った（2008年WHO21)）。 

 

臨床所見 

1. 理由もなく泣く、特に排尿時に泣くことが多く、嘔吐する場合もある。 

2. 顕微鏡的血尿又は肉眼的血尿。 

3. 腰部叩打痛（腎臓のある部分を叩くと痛みを感じる）。 

4. 排尿時の結石の排出。結石で尿道が閉塞すると乳児（男児）は排尿困難となる。 

5. 乏尿又は無尿に伴う急性閉塞性腎不全、それに伴う症状として高血圧、浮腫。 

 

主な診断基準 

1. メラミンで汚染された乳幼児用調製粉乳を与えられていた。 

2. 上記臨床所見が一つ以上みられる。 

3. 臨床検査結果：尿検査で顕微鏡的血尿又は肉眼的血尿顕微鏡的血尿がみられ

る；血液生化学；病状が進行した時には腎臓機能検査の異常が見られる；尿中

の赤血球の形態は赤血球の正常な形態である（糸球体性血尿ではないこと）。 

4. 画像検査：尿路系に対する超音波検査をする。必要に応じて、腹部CTスキャン

および静脈性尿路造影を行う（無尿もしくは腎不全を呈している場合には造影

剤使用は禁忌）。 

5. 超音波検査 

 ○一般所見：両腎臓の腫大；腎臓実質組織の高エコー像；実質部分の厚みは正

常；腎盂拡張；尿管に閉塞が存在すれば、閉塞部分より上部は拡張する。いく

つかの症例では、腎周辺の脂肪組織や尿管周辺の軟部組織に浮腫を認める。症

状が進むと、腎盂や尿路壁に二次性浮腫。腹水を認める場合もある。 

 ○結石の所見：ほとんどの結石が集合管系及び両側の尿管に影響を与える。尿

管結石は、尿管-膀胱接合部分など、尿管の生理的狭窄部に存在することが多い。

結石は、大きな面積を覆ってまとまって留まっている。エコー上結石陰影があ

る。 

 

鑑別診断 

1. 血尿の鑑別診断：糸球体性血尿など結石の原因疾患を除外する必要がある。 

2. 結石の鑑別診断：メラミン結石は、通常、レントゲン透過性を有し、尿路X線

で陰影欠損像を認める。この特徴から、シュウ酸カルシウムやリン酸カルシウ

ムからなる結石陰影と鑑別する。 

3. 急性腎不全の鑑別：前-腎不全や腎不全をきたす疾患を除外する必要がある。 
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臨床処置 

1. メラミン汚染乳幼児用調製粉乳の使用を直ちに中止する。 

2. 内科的処置：点滴を実施し、結石を自然排石させる。水分、電解質および酸-

塩基の不均衡を是正。尿検査、血液生化学、腎機能、超音波所見の経過をよく

みる(特に腎盂、尿管の拡大並びに結石の形状及び位置の変化に注意する)。結

石が柔らかく（loose）砂状である場合、尿とともに排出される可能性が非常に

高い。 

3. 急性腎不全の処置：まず、高カリウム血症のような重篤な合併症の治療を実施

しなければならない。処置には、炭酸水素ナトリウム及びインスリン（訳者注：

ブドウ糖インスリン療法のこと）の投与が含まれる。可能ならば、血液透析及

び腹膜透析を早い段階で用いる。必要ならば外科的に閉塞を取り除く。 

4. 外科的処置：内科的処置に効果がなく、水腎症や腎障害が存在する場合、外科

的方法で閉塞を取り除くことを考慮する。腎臓、尿管、膀胱への内視鏡的処置、

経皮的腎ドレナージ、外科的除去及び経皮的腎臓結石除去など様々な方法で結

石を除去する。この結石は軟らかく、また、患者が幼児であることもあり、体

外衝撃波結石破砕法(ESWL)の適用はあまりない。 

 

経過観察 

  尿路閉塞が軽減され、全身症状及び腎機能が正常に戻れば、子供を退院させら

れる。 

 

経過観察の重要課題 

  一般尿検査、泌尿器系の超音波検査、腎機能検査を必要に応じ実施する。 
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(参考３)中国及び我が国における食品からのメラミンの検出状況について 

 

１ 中国における食品からの検出状況   

製品の種類 メラミンの検出濃度 

乳幼児用調製粉乳 0.1～2,563 ppm (mg/kg) 

その他の粉乳 1.3～6,197 ppm (mg/kg) 

牛乳 0.69～8.6 ppm (mg/kg) 

中国国家品質監督検査検疫総局発表（2008年 9月 30日現在） 

 

 

２ 我が国における食品からの検出状況  

 我が国においては、中国産の乳・乳製品や、炭酸アンモニウム及び炭酸水素

アンモニウム等の食品添加物を使用した食品・菓子からメラミンが検出されて

いるほか、飼料からの間接的なメラミンの残留として、中国産の乾燥全卵から

のメラミンの検出が報告されている。 

なお、詳細については、厚生労働省ウェブサイト内「中国における牛乳への

メラミン混入事案について」を参照されたい。 

（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/china-milk/index.html）
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(別表) 

 一般名 メラミン シアヌル酸 メラミンシアヌレート 

化学名 和名 メラミン シアヌル酸 メラミンシアヌレート 

英名 Melamine Cyanuric Acid  Melamine Cyanurate 

CAS No. 108-78-1 108-80-5 37640-57-6 

分子式 C3H6N6 C3H3N3O3 C6H9N9O3 

分子量 126.1 129.1 255.2 

IUPAC 

構造式 

  

 

 

 

 

 

↑↓ 

 

物理的性状 無色～白色の結晶 無臭で白色の吸湿性の結晶性粉末 - 

融点（℃） 345 - - 

水への溶解性

(g/100 ml) 
0.31 0.27 (25℃) - 

密度 1574 kg/m3 2.5 g/cm3 - 

蒸気圧 4.7 x 10^(-8) Pa (20℃) (ほとんどない) ＜0.005 Pa (25℃) - 

発火温度（℃） ＞500 - - 

物理化学

的性状 

log Pow (オク

タノール/水分

配係数) 

-1.14 ＜0.3 - 

（国際化学物質安全性カード 22）23)､2008 年 Dobson et al2))
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メラミンシアヌレートの格子状構造(2008 年 Dobson et al2)を参考に作成）
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